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分野や医療分野において必要不可欠な分子ツールとなっている。1987 年、Zamecnik, Stephenson らが、





し、:Chapter 2-5 では新規架橋反応性核酸の開発、Chapter 6 ではオリゴヌクレオチドを用いた新規リー
ドスルー法の開発を行った。 




















































6-(1-ethylthiovinyl)purine (ATVP) の開発を行った。ATVP の架橋反応性はビニル基 1 位に導入したスル
フィド基硫黄原子上の酸化状態によりその反応性制御が可能であり、ATVP の酸化体 2-amino-6-(1-
ethylsulfinylvinyl)purine (ASVP) は RNA 中のシトシンに対して高い反応性を示すことを明らかにした。



































Chapter 5: Synthesis of 6-amino-2-vinylpurine derivatives for Cross-linking and Evaluation of the Reactivity 
チミンを標的とした架橋分子 6-amino-2-vinylpurine (6-AVP)誘導体の合成を行い、その架橋反応性に
ついて評価を行った。当初の分子設計通り、6-AVP 誘導体 1 はチミンと安定な塩基対を形成するが、
ビニル基の求電子性が低いため、全く架橋反応性を示さないことが明らかとなった。一方、ビニル基 1
































































































 mRNA 上に生じた異常な終止コドン(Premature termination codon: PTC)は、リボソームのタンパク質合
成を途中で停止させるため(ナンセンス変異)、多くの遺伝子疾患の原因となっている。現在、ナンセン
ス変異に対する有効な治療法として、アミノグリコシド系抗生物質(AG)を用いた PTC の読み飛ばしリ






































を調べたところ、ATVP はまったく反応性を持たず安定であること、この酸化体は標的 DNA 及び
RNA の相補的位置のシトシンに対して、１時間でほとんど反応が完結するという非常に効率的な反応
性を示すことがわかった。さらに ATVP を酸化する条件として過酸化水素を用いて検討を行った。そ
の結果、過酸化水素のみでは酸化は進行しないものの、金属として２価の鉄を加えた時に酸化反応が
進行することがわかった。これらの結果は当該学生が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能
力と学識を有することを示している。したがって，草野修平氏提出の博士論文は，博士（理学）の学
位論文として合格と認める。 
 
 
